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平成23年8月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
第
32
回
通
常
総
会

さ
ら
な
る
意
識
改
革
で
私
達
の
存
在
意
義
を
高
め
よ
う

◦
開
催
日
時
／
７
月
１
日
（
金
）
午
後
２
時　
　

◦
場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
「
松
の
間
」

◦
議
案
／
①
平
成
22
年
度
事
業
報
告　

②
平
成
22
年
度
決
算
報
告　

③
平
成
23
年
度
事
業
計
画
（
案
）　

④
平
成
23
年
度
予
算
（
案
）

■
開
催
日
時　

７
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時　

■
場
所　

日
個
連
会
館

■
議　
　

題　

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
に
関
す
る
件　

②
街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
の
改
定
に
関
す
る
件

③
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
研
修
会
実
施
要
項
の
一
部
改
定
に
関
す
る
件　

④
モ
バ
イ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
件

　

冒
頭
、
木
村
会
長
よ
り
「
３
・
11
の
大
震
災
で
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
た
業
績
も
、
５
月
か
ら
よ
う
や
く
回

復
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、
全
個
協

を
は
じ
め
各
団
体
の
力
で
８
３
０
０
万
円
を
超
え
る

義
援
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
を
、
今
後
多

く
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
力
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
私
達
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
必
要
性
を
、
社
会
に
認
識
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
23
年
度

は
、
新
し
い
個
人
タ
ク
シ
ー
を
再
構
築
す
る
く
ら
い

の
気
概
を
持
っ
て
、
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
役
員
等
表
彰
に
お
い
て
、
長
年
役
員
・

委
員
と
し
て
協
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
、
横
山
副

会
長
（
10
年
）
を
は
じ
め
10
名
の
方
々
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
行
わ
れ

た
「
事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
北
第
二
支
部
が
、

代
表
で
表
彰
状
を
授
与
。「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
無
事
故
・
無
違
反
５
年
連
続
達
成

の
３
団
体
を
代
表
し
て
板
橋
支
部
が
、
３
年
連
続
達

成
の
15
団
体
を

代
表
し
て
新
宿

支
部
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
10

月
に
車
両
火
災
の
法
人
タ
ク
シ
ー
か
ら
乗
務
員
を
救

出
し
た
小
出
忠
さ
ん
（
城
北
支
部
）
に
対
し
て
、
協

会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
議
案
審
議
に
お
い
て
、
４
つ
の
議
案
す
べ
て

が
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
木
村
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
先
日
、
国
交
省
か
ら
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
譲
渡

譲
受
の
試
験
回
数
を

大
都
市
圏
で
は
年
２

回
に
、
そ
の
他
の
地

方
で
は
年
１
回
に
減

ら
す
意
向
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
全
個
協
と
し

て
、
従
来
通
り
年
３

回
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
国
交
省
と
各
地
方
運
輸

局
に
対
し
て
、
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
申

請
受
付
期
間
の
延
長
と
、
認
可
ま
で
の
期
間
短
縮
な

ど
、
見
直
し
と
緩
和
も
同
時
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
業
界
縮
小
の
動
き
を
は
ね
返
す

た
め
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
目
指
す
法
人
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
門
戸
を
狭
め
な
い
で
欲
し
い

…
…
と
理
由
付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
が
真
に

説
得
力
を
持
つ
に
は
、
行
政
に
〝
個
人
タ
ク
シ
ー
は

公
共
交
通
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
〟
と
言
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
実
は
、
例
え
ば

優
良
乗
り
場
へ
の
入
構
の
回
数

一
つ
を
と
っ
て
も
、
胸
を
張
れ

る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
私

達
が
社
会
に
認
め
ら
れ
、
生
き

残
っ
て
い
く
に
は
、
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
事
を
強
く
自
覚
し
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て
、

４
つ
の
議
題
が
す
べ
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
自
覚
を
も
っ
て

業
界
縮
小
の
動
き
を
は
ね
返
そ
う

第2回
理事会の
焦点

都内個人タクシーの現況（平成23年7月1日現在） 
許可事業者数　16,628名（前月比-52名）     

（特別区、武三16,151名　北多摩185名　南多摩292名）
傘下事業者数　16,415名（前月比-48名）

（特別区、武三15,940名　北多摩185名　南多摩290名） 「今年度は、意識改革に取り組んでいこう」
と話す木村会長

「公共交通機関であることをきちんと
認識してもらいたい」と話す木村会長
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第
32
回
通
常
総
会
に
寄
せ
て

す
べ
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て

構
造
改
善
の
具
体
化
が

求
め
ら
れ
る

㈳
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
会
長
　木村

忠
義

　

法
人
タ
ク
シ
ー

の
皆
様
は
、
約
６

０
０
０
台
の
減
休

車
と
い
う
目
標
を

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
の
個
人
タ
ク

シ
ー
に
お
け
る
特
定
事
業
計
画
の
進
捗
状
況

は
、
ま
だ
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
も
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

行
政
や
有
識
者
の
お
力
を
借
り
て
構
造
改
善

計
画
を
策
定
し
、
今
年
度
は
そ
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

に
集
ま
っ
た
方
々
が
そ
れ
を
牽
引
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
新
事
業
法
に
お
け
る
個
人
タ
ク

シ
ー
の
扱
い
、
消
費
税
問
題
等
、
課
題
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
行
政
や
法
人
業
界
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
タ
ク
シ
ー
の
原
点
に

返
っ
て
構
造
改
善
を

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
局
長
　神

谷
俊
広
氏

　

東
日
本
大
震
災

の
当
日
、
地
域
住

民
や
観
光
客
の
安

心
・
安
全
な
輸
送

に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
タ
ク
シ
ー
業
界
の
皆

様
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現

在
、
業
界
を
あ
げ
て
適
正
化
・
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
中
、
個
人
タ
ク
シ
ー
で

は
こ
の
３
月
、
構
造
改
善
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
①
資
質
の
さ
ら
な
る

向
上　

②
不
適
切
営
業
へ
の
対
策　

③
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
認
識
の
３
点
が
個
人
タ

第
32
回
通
常
総
会
終
了
後
、
午
後
４
時
よ
り
白
樺
・
鶴
の
間
に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
特
措
法
に
対
応
し

て
事
業
計
画
の
実
行
と
達
成
が
問
わ
れ
る
年
度
。
そ
の
重
要
な
時
期
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
木
村
会
長
と
３
名
の
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ク
シ
ー
に
と
っ
て
重
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
運
転
者
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
構

造
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

夜
間
の
人
身
事
故
が

増
え
て
い
る

警
視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
課
長
　

檜
垣
重
臣
氏

　

今
年
は
６
月
ま

で
の
交
通
事
故
死

亡
者
が
、
昨
年
よ

り
３
人
多
い
１
０

７
人
と
な
っ
て
お
り
、
６
月
だ
け
で
も
26
人
の

死
亡
者
。
原
因
と
し
て
は
、
夜
間
の
自
転
車
・

歩
行
者
の
信
号
無
視
が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、

皆
様
も
交
差
点
で
は
特
に
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
夜
は
酔
っ
て
路
上
で
寝
込
む
人
も

い
る
の
で
、
仕
事
中
に
そ
う
い
う
方
を
見
掛
け

た
な
ら
手
を
貸
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
現
在「
交
通
事
故
死
者
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ア
ン
ダ
ー
２
０
０
」
を
展
開
中
で
す
。
個
人
タ

ク
シ
ー
の
皆
様
も
、
適
正
な
営
業
を
心
掛
け
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法
・
個
の
力
を

結
集
し
ま
し
ょ
う

㈳
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
会
長
　

富
田
昌
孝
氏

　

法
人
タ
ク
シ
ー

は
東
京
で
約
18
％
、

約
６
０
０
０
台
の

減
休
車
を
行
い
ま

し
た
。
回
復
し
た
か
に
思
え
た
業
績
も
、
３
・

11
後
は
一
時
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
最
近
は

再
び
そ
の
効
果
が
表
わ
れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
あ
と
２
％
の
壁
が
越
え
ら
れ
ず
、

こ
こ
は
行
政
の
お
力
添
え
を
得
て
１
日
も
早

く
20
％
を
達
成
し
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
皆
様
に

と
っ
て
も
良
い
結
果
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
規
制
緩
和
の

下
に
あ
る
道
路
運
送
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
、

根
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
法
・

個
の
力
を
結
集
し
、
新
し
い
事
業
法
の
成
立
に

向
け
て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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氏
名	

所
属
団
体	

享
年  	

病
名

＊
５
月

青
木　

功　

	

（
都
営
協
・
東
京
旅
客
）　	

65
歳	

不
明

＊
６
月

藤
原　

透　

	

（
東
個
協
・
板
橋
第
一
）	

57
歳	

心
不
全

江
澤
敬
二　

	

（
東
個
協
・
北
）	

76
歳　

	

肝
臓
癌

堀
川
浩
旦　

	

（
東
個
協
・
新
宿
）	

69
歳	

動
脈
解
離

中
柴
義
和	

（
東
個
協
・
杉
並
）	

72
歳	

動
脈
瘤
破
裂

⻆
田
繁
勝　

	

（
東
個
協
・
墨
田
）	

59
歳	

心
筋
梗
塞

諌
見
敏
則　

	

（
都
営
協
・
東
部
）	

75
歳	

膵
臓
癌

赤
沼
孝
夫　

	

（
都
営
協
・
豊
玉
）	

65
歳	

肺
炎

熊
澤
博
和　

	

（
都
営
協
・
全
東
京
）	

65
歳	

腎
細
胞
癌

　

訃
報　
　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

一
部
の
事
業
者
に
よ
る
不
適
正
営
業
行
為
が
是
正
さ
れ
な
い
事
が
、
個
人
タ
ク
シ
ー
全
体
の
信

頼
を
損
ね
て
い
る
最
大
の
原
因
で
す
。
真
面
目
に
営
業
し
て
い
る
大
半
の
事
業
者
を
守
り
、
個

人
タ
ク
シ
ー
の
信
頼
回
復
を
図
る
事
を
目
的
に
、
不
適
正
営
業
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
強
化
す

る
案
が
７
月
19
日
（
火
）
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
タ
ク
シ
ー
の
質
の
向
上
に
向
け
て

よ
り
厳
し
い
対
応
が
必
要

　

需
要
と
供
給
の
適
正
化
に
向
け
て
、
法
人
タ

ク
シ
ー
業
界
は
減
休
車
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
一
方
の
個
人
業
界
は
新
規
参
入
を
抑
え
ら

れ
、
新
人
を
迎
え
る
手
段
は
譲
渡
譲
受
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
そ
の
譲
渡
譲
受
の

機
会
を
減
ら
す
動
き
が
行
政
の
中
に
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
業
界
の
先
細
り
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
存
続
と
廃

止
は
、
通
達
一
つ
で
ど
う
に
で
も
な
る
…
…
そ

う
言
い
続
け
て
き
た
木
村
会
長
の
言
葉
が
現
実

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
訳
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
押
し
返
す
に
は
「
個
人

タ
ク
シ
ー
は
必
要
」
と
い
う
社
会
の
後
押
し
が

不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
個
人
タ
ク
シ
ー
は
法
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
夢
と
希
望
、
そ
の
門
戸
を
狭
め

な
い
で
欲
し
い
と
い
う
声
が
上
が
る
状
況
を
作

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
業
界

全
体
の
質
を
向
上
さ
せ
、
利
用
者
に
安
心
・
安

全
・
快
適
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
ん
な
差
し
迫
っ
た
状
況
を
無
視
し
て
、
不

適
切
な
営
業
を
繰
り
返
す
一
部
の
事
業
者
の
た

め
に
、
個
人
タ
ク
シ
ー
全
体
が
存
続
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
は
や
、
教
育
や
指
導

に
よ
る
適
正
営
業
の
徹
底
は
臨
め
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
残
さ
れ
た
時
間

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
や
む
を
得
ず「
指

導
規
程
」
を
改
定
し
、
不
適
正
営
業
へ
の
対
応

を
よ
り
厳
し
く
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
今
回
の
改
定
は
、
業
界
の
存
続
の
た
め
に

必
要
な
措
置
、
と
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
て
の
事
案
を
対
象
に

発
生
回
数
整
理
で
行
い
ま
す

　

改
定
は
大
き
く
４
つ
の
要
素
か
ら
な
り
ま

す
。

①
事
案
の
区
分
名
称
を
変
更
し
ま
す

　
（
旧
）
Ａ
事
案　

→
（
新
）
警
告
事
案

　
（
旧
）
Ｃ
事
案　

→
（
新
）
講
習
事
案

　
（
旧
）
Ｂ
事
案　

→
（
新
）
処
分
事
案

②
講
習
事
案
（
旧
・
Ｃ
事
案
）
と
な
る
の
は
、

従
来
は
「
同
一
種
類
の
違
反
を
２
回
」
で
し

た
が
、
改
定
以
後
は
違
反
等
の
種
類
に
関
係

な
く
、
全
て
の
指
導
対
象
事
案
を
発
生
回
数

整
理
で
行
い
ま
す

　

１
回
目
→
警
告
事
案

　

２
回
目
→
講
習
事
案

　

３
回
目
→
処
分
事
案

　

４
回
目
→
処
分
事
案
（
加
重
）

③
全
て
の
指
導
対
象
事
案
を
把
握
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
所
属
団
体
に
届
い

た
「
指
導
内
容
通
知
書
」
の
写
し
を
、
速
や

か
に
協
会
へ
提
出
し
ま
す
。
た
だ
し
「
苦
情

事
案
」
は
対
象
外

④
２
回
目
以
降
の
判
断
は
こ
れ
ま
で
は
１
年
以

内
の
再
違
反
で
し
た
が
、
改
定
後
は
２
年
以

内
の
再
違
反
と
な
り
ま
す

　

法
律
違
反
、
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度

違
反
（
適
正
化
研
修
受
講
に
よ
り
当
該
違
反
点

数
が
消
滅
し
た
場
合
を
除
く
）、
協
会
街
頭
指
導

の
す
べ
て
の
指
導
対
象
事
案
が
違
反
発
生
回
数

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
違
反
発
生
日
か
ら
２
年
間

違
反
が
な
い
場
合
に
消
滅
し
ま
す
。
か
な
り
厳

し
い
内
容
の
改
定
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
厳
し
く

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
適
正
営
業
を
心
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
定
が
発
効
す
る
の
は
、
今
年

10
月
１
日
以
降
の
違
反
か
ら
。
そ
れ
ま
で
の
約

２
カ
月
間
を
周
知
期
間
と
し
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
点
は
、
そ
れ
ま
で
に
所
属
団
体
を
通
し
て

協
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
を
全
面
改
定
　
～
不
適
正
営
業
に
対
す
る
罰
則
強
化
～
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東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
　
杉
並
支
部

支
部
の
歴
史
と
伝
統
、
結
束
力
を

個
タ
ク
の
未
来
に
活
か
し
た
い

　

昭
和
35
年
創
立
の
老
舗
支
部
で
す
。
支
部
員
３
９
０

名
の
連
絡
系
統
や
意
思
決
定
、
活
動
等
は
８
つ
の
班
が

基
本
単
位
。
そ
の
結
束
は
固
く
、
頼
ま
れ
れ
ば
仲
間
の

葬
儀
を
取
り
仕
切
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
活
動
も
活
発
で
、
と
く
に
野
球
部
は
全
国
優
勝
の
経

験
も
あ
る
古
豪
。
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
囲
碁
等
の

ク
ラ
ブ
で
も
逸
材
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
卓
球

部
は
、
毎
週
木
曜
日
に
支
部
の
一
室
で
練
習
を
す
る
ほ

か
、
年
に
１
回
「
ピ
ン
ポ
ン
大
会
」
を
主
催
し
て
、
支

部
員
の
交
流
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
組
織
の
形
を
変
え

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
。
私
達
も
、
そ
の
中
心
に

近
い
位
置
に
い
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
中
嶋
支
部

長
。
同
支
部
の
伝
統
と
規
模
、
結
束
力
が
活
か
さ
れ
る

日
を
、
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い
ま
す
。

同支部は、 杉並区
の障害者支援団体「重症心身障害児

（者）を守る会」の日帰り小旅行に、運転ボランティ
アとして30年間、休まず参加。個人タクシーの存在を、
地域に地道にアピールしています。

前列左 2 番目から大内総務・共済部長、中嶋支部長、
冨岡経理部長。女性の方は事務員のみなさん

JR線の高架下にある支部。支部内
には大きな会議室もあります

日帰りドライブ事業に
対する杉並区長からの
感謝状

手続きカウン
ターには老眼
鏡を置き、字
の読みにくい
方が自由に使
えるようにし
てあります

（
所
在
地
：
杉
並
区
南
荻
窪
）

■
平
成
23
年
８
月

【
重
点
指
導
地
区
】

①
銀
座
・
新
橋
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の

防
止
指
導
及
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正

運
営
推
進
制
度
規
制
無
視
の
防
止
指
導

②
羽
田
空
港
に
お
け
る
帰
京
客
等
需
要
増
加

に
伴
う
乗
り
場
周
辺
の
秩
序
維
持
、
乗
り

場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務
及
び
違
法
行
為

の
防
止
指
導

■
平
成
23
年
９
月

【
重
点
指
導
地
区
】

①
銀
座
・
新
橋
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の

防
止
指
導
及
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正

運
営
推
進
制
度
規
制
無
視
の
防
止
指
導

②
新
宿
駅
周
辺
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止

指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務

◆
平
成
23
年
９
月
の
特
別
公
開
指
導

新
宿
駅
周
辺

　
［
平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）
午
後
10
時
～

翌
午
前
１
時
ま
で
］

◦
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺

の
交
通
安
全
業
務

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
街
頭
指
導
計
画

平
成
23
年
度　

街
頭
営
業
適
正
化
特
別
委
員
・

推
進
指
導
員
合
同
会
議
開
催

個
人
タ
ク
シ
ー
の

社
会
的
信
頼
の
最
前
線
に
立
つ

　

７
月
11
日
（
月
）
の
午
後
２
時
か
ら
日
個
連

会
館
で
、
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
委
員
・
推
進

指
導
員
合
同
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
澤
委

員
長
の
挨
拶
の
後
、木
村
会
長
が
「
皆
さ
ん
は
、

個
人
タ
ク
シ
ー
存
続
の
最
前
線
に
立
っ
て
戦
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て
、
不
適
正
営
業
の

実
態
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
放
映
、（
財
）
東
京

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
指
導
部
よ
り
、
不
適
正
営

業
事
業
者
に
対
す
る
適
切
な
指
導
方
法
に
関
す

る
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
前
田
専
務
理
事
よ
り
、
指
導
規

程
改
定
案
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
「
排
除
指
導
」
か
ら
不
適
正
営
業
事
業
者
の

「
特
定
」
と
「
摘
発
」
に
軸
足
を
移
す
、
指
導

方
針
の
転

換
も
発
表

さ
れ
ま
し

た
。
今
後

の
街
頭
指

導
に
お
い

て
は
私
服

に
よ
る
出

動
も
含
め

て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

「個人タクシー存続のために戦ってください」と話す
木村会長

ボランティア活動も30年！




